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　シルバー人材センターが行うさまざまな職種の中で、代表的な仕事が草刈りと植木の
剪定です。今回は皆さんに一番身近な存在といえる「除草班」をご紹介します。

大
変
な
土
地
の
管
理

　
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
の
共
通
の
悩

み
と
い
え
ば
「
雑
草
処
理
」
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
自
宅
の
敷
地
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
空
き
地
や
耕
作
し
な
く
な
っ
た
田

畑
な
ど
は
夏
に
な
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に

草
で
覆
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
庭
の
草
取
り
で
も
大
変
で
す
が
、
広
い

土
地
は
草
刈
り
機
械
で
も
な
い
と
管
理
は

難
し
く
、
放
っ
て
お
く
と
近
隣
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
特

に
最
近
は
市
街
地
の
空
き
地
や
空
き
家
の

不
適
切
な
管
理
が
社
会
問
題
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
に
よ
り
自
宅
の

敷
地
の
管
理
も
で
き
な
い
と
い
っ
た
家
庭

も
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
雑
草
処
理
に
関
す
る
依
頼

に
お
応
え
し
て
い
る
の
が
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
「
除
草
班
」
で
す
。
一
般
家

庭
の
草
取
り
か
ら
公
園
や
公
共
施
設
敷
地

の
除
草
、
休
耕
田
畑
や
空
き
地
、
墓
地
に

至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
除
草
を
お
引
き
受

け
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
豊
富
な
経
験
を
活
用

　
シ
ル
バ
ー
事
業
は
高
齢
者
の
就
業
に
よ

る
生
き
が
い
づ
く
り
を
主
な
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
除
草
班
も
ま
た
、
会
員
の
能
力

を
生
か
し
地
域
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
除
草
班
の
会
員
は
男
性
36
人
、

女
性
16
人
、
合
わ
せ
て
52
人
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
会
員
は
当
然
60
歳
以
上
で
す

か
ら
入
会
後
の
経
験
年
数
に
限
れ
ば
平
均

で
７
年
ほ
ど
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
農
村

部
に
居
住
し
て
い
る
た
め
、
自
宅
で
の

「
除
草
の
経
験
年
数
」
は
40
年
以
上
の
人

ば
か
り
で
す
。
こ
の
よ
う
な
会
員
の
豊
富

な
経
験
を
活
か
し
、
年
々
増
え
続
け
る
除

草
の
依
頼
に
応
え
て
い
ま
す
。

除草の受注件数と受注額

受注件数

受注額

1,050件

1,025

1,000

975

950

925

900

875

850
25年 26年 27年 28年 29年

45,000 千円

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

0

5,000

雑草退治はお任せください
特集 シルバー除草班

2

成田市シルバー人材センターS  LVER2018年（平成30年）８月１日発行



仕事の配分などを決める班長会議（センターで）

体
力
に
応
じ
た
就
業
体
制

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

の
体
力
な
ど
に
配
慮
し
、
就
業
は
土
日
祝

日
は
休
業
と
し
て
い
ま
す
。
除
草
班
も
こ

の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
就
業
し
て
い
ま
す
が
、

雨
な
ど
で
順
延
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
止
む
を
得
ず
休
日
に
作
業
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
夏
休
み
と
し
て
８
月
11
日
か

ら
お
盆
を
挟
ん
で
19
日
ま
で
休
業
し
、
正

月
休
み
と
し
て
12
月
22
日
か
ら
１
月
15
日

も
休
業
と
し
て
い
ま
す
。

　
除
草
班
で
は
こ
の
よ
う
な
就
業
体
制
を

取
っ
て
い
ま
す
が
、
年
々
増
加
す
る
除
草

依
頼
に
対
し
、
会
員
の
確
保
が
追
い
付
か

な
い
の
が
一
番
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

自
主
運
営
で
効
率
的
に

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
常

事
務
局
が
就
業
先
と
の
交
渉
や
仕
事
の
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
除
草
班
で
は
そ

れ
ら
の
業
務
の
一
部
を
自
分
た
ち
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
自
主
運
営
に
移
行
す
る
前
の
除
草
作
業

に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
に
臨
時
職
員
を

置
い
て
、
下
見
や
見
積
も
り
な
ど
作
業
に

付
随
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
25
年
４
月
か
ら
は
除
草
班
で
そ
れ
ら

の
業
務
を
行
い
効
率
的
な
就
業
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　
除
草
班
で
は
各
会
員
の
経
験
年
数
な
ど

を
考
慮
し
、
A
班
、
B
班
、
大
栄
班
の
三

班
に
分
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
就
業
先
の
地
域
や
近
隣

に
住
む
会
員
で
対
応
し
や
す
く
な
り
、
仕

事
の
効
率
が
上
が
る
だ
け
で
な
く
、
交
通

費
な
ど
の
経
費
節
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
面
積
の
大
き
な
現
場
は
10
人
以

上
で
行
う
こ
と
も
あ
り
、
班
で
対
応
す
る

こ
と
に
よ
り
人
員
の
配
置
や
連
絡
も
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

除草班から

もう10年以上の
お付き合いです

体調に気を付けて
作業しています

　家の庭に畑があったのですが、主人も息子も何も作
らなくなったら、雑草だらけで大変なことになってし
まいました。そんな時、広報なりたを見て知ったシル
バー人材センターに草刈をお願いすることにしまし
た。それからもう10年以上のお付き合いです。
　草を刈る範囲は畑以外の場所もありますが、会員の
皆さんはこちらから特別にお願いをしなくても、今ど
こを刈ればいいかを的確に判断して、「あの場所やった
から」などと報告があり、その気遣いに感謝していま
す。ご近所さんとの会話の中でもシルバーの人たちの
話題がでることもあります。たまに近所の人が草刈り
をやってくれることもありますが、これからも親切で
気心の知れたシルバー会員の皆さんにお願いしたいで
すね。

　シルバーに入会して良かったことは、新しい仲間が
できたこと。様々な話を聞くことができ新鮮で楽しく、
新しい発見の日々です。
　リーダーとして気をつけていることは「健康で怪我
なし」。暑い日の屋外での作業はこたえます。休憩時
間や昼食時間には、皆で集まって楽しく団らんしなが
ら会員の体調を気遣ったり、会員相互のコミュニケー
ションを図ったり、楽しい雰囲気作りに心がけていま
す。お酒も大好きなので会員同士で懇親会なども開い
ていますが、翌日の就業に支障のない程度に楽しく騒
いでいます。
　自分でも満足のいく仕事ができ、それをお客様から
褒められたりすると、なお一層また頑張ろうという気
持ちになります。

利用者の声

木村 秀男 班長 新島 ヨシさん （大清水）
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技
術
と
接
客
を
講
習

　
除
草
班
で
は
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
会
員
の

技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
接
客
や
刈
払
機

の
取
り
扱
い
な
ど
の
講
習
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
主
に
新
入
会
員

で
、
講
師
に
は
除
草
班
の
担
当
理
事
と
安

全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
委
員
が
当
た
り

ま
す
。

　
講
習
で
は
、
刈
払
機
の
基
礎
知
識
や
安

全
対
策
に
つ
い
て
の
座
学
を
行
い
い
、
そ

の
後
空
地
で
の
実
技
講
習
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
実
技
で
は
、
実
際
に
刈
払
機
で
草

を
刈
り
、
技
術
的
指
導
を
行
う
ほ
か
、
防

護
ネ
ッ
ト
や
ピ
ン
ポ
ー
ル
の
使
い
方
に
つ

い
て
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

８
割
が
リ
ピ
ー
タ
ー
に

　
セ
ン
タ
ー
の
除
草
作
業
は
、
経
済
的
な

こ
と
に
加
え
高
齢
者
な
ら
で
は
の
丁
寧
な

仕
事
ぶ
り
が
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
浸

透
し
た
せ
い
か
、
新
規
利
用
者
の
８
割
が

リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
顧

客
満
足
度
調
査
で
も
、「
作
業
の
出
来
に

は
満
足
し
て
い
る
」「
今
後
も
利
用
し
た

い
」
と
の
回
答
が
９
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

「
丁
寧
に
や
っ
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
な
ど
の
お
礼
の
言
葉
も
あ
り

ま
す
が
、「
見
積
時
と
一
部
食
い
違
い
が

あ
っ
た
」「
仕
上
が
り
を
見
て
、
下
地
が
見

え
て
ま
ば
ら
な
部
分
が
あ
っ
た
」
と
い
っ

た
ご
指
摘
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
除
草
班
で
は
、
全
て
の
利
用
者
に
満
足

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見

ご
指
摘
を
参
考
に
、
作
業
に
つ
い
て
の
見

直
し
や
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
よ
り
一

層
の
安
全
就
業
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。

刈払機の実技講習（久住中央で）

飛石防護ネット

で
サ
ー
ビ
ス
向
上

安
全
就
業

事 故 対 策

木村会員の改良カバー

■ 撲滅への取り組み
　除草作業の9割以上は刈払機を使用して行います
が、金属製の刃を高速回転させて草を刈るため作業に
は危険を伴います。そのため、全国のシルバー人材セ
ンターの就業中に起きた事故で、最も多いのが除草作
業中の刈払機によるものです。
　除草班でも、作業中の人身事故こそありませんでし
たが、刈払機による物損事故がたびたび発生していま

した。特に「飛び石」による建物や車のガラス破損が多
く、安全就業を第一とする本センターとしても最も力
をいれて取り組まなければならない問題でした。
　除草班ではセンターの安全・適正就業委員会と協議
を重ね、防護ネットの使用や事前の安全確認、徹底、
安全講習会の開催などの対策を実施し、事故撲滅に取
り組んだ結果、29年度の「飛び石」による事故は0件と
なりました。

■ 会員も独自に対策
　刈払機による事故を無くそうと、自ら器具に改良を
加え安全就業に努めている会員もいます。
　写真は、刈払機の回転刃の上に金網を取り付け、小
石の跳ね上がりや横飛びを
防ごうとするもので、材料
も安価なことから実用化が
期待されています。
　事故撲滅は会員の安全
な就業を守るだけでなく、
サービスの向上にもつなが
る重要課題であり、これか
らも班をあげて取り組んで
行きます。

特
集

シ
ル
バ
ー
除
草
班
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仕
事
の
依
頼
は
お
早
め
に

　
自
主
運
営
と
い
っ
て
も
、
全
て
の
業
務

を
除
草
班
だ
け
で
行
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
様
か
ら
の
除
草
の
依
頼
を
最
初

に
お
受
け
す
る
の
は
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局

で
、
そ
こ
で
受
注
し
た
内
容
を
除
草
班
に

伝
え
ま
す
。
こ
の
後
の
人
員
配
分
、
下
見

打
ち
合
わ
せ
、
見
積
も
り
、
除
草
作
業
、

完
了
報
告
ま
で
が
除
草
班
の
仕
事
と
な
り

ま
す
。

　
除
草
業
務
は
一
般
家
庭
だ
け
で
な
く
企

業
か
ら
の
依
頼
も
多
く
、
し
か
も
草
の
出

る
時
期
が
一
緒
で
す
か
ら
夏
場
の
最
盛
期

な
ど
は
作
業
が
追
い
付
か
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
除
草
作
業
は
外
の
作
業
と
な
る
た
め
雨

な
ど
で
予
定
通
り
就
業
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
利
用
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

な
る
べ
く
早
め
に
申
し
込
み
を
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
お
引
き
受
け
し
た
仕
事
は
、
除
草
班
員

が
責
任
を
持
っ
て
完
了
さ
せ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
お
任
せ
く
だ
さ
い
。
会
員
の
生

き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

低
料
金
で
仕
事
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

除
草
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、
今
す
ぐ

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
成
田
市
が
実
施
し
て
い
る
空

き
家
管
理
対
策
事
業
に
お
い
て
の
除
草
作

業
に
つ
い
て
も
お
引
き
受
け
し
て
い
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
じ
く
市
の
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
返
礼
品
と
し
て
、
お
墓
の
草
取
り

や
清
掃
も
行
っ
て
い
ま
す
。

除
草
会
員
を
募
集
し
ま
す

　
楽
し
い
仲
間
と
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か
。

条
件
は
、
屋
外
作
業
の
た
め
身
体
が
丈
夫

まずは事務局へご連絡ください

　除草班ではシルバー人材センターの仕事だけではなく、保育園、小学
校、中学校などの除草作業ボランティアも行っており、多くの会員が参
加しています。
　特に学校でのボランティア活動では、除草班以外の会員や、PTAの皆
さんなども一緒に刈払機を使って除草作業をしますが、築

つき
山
やま

の芝生や法
のり

面
めん

など難しい場所のほとんどが除草班員に任されています。
　例えば刈払機で芝生を平らに刈ることは意外に難しく、誰でもできる
というものではありません。こんな時に頼りにされるのが除草会員の日

シルバー人材センターの仕組み

契約金の支払

就業
配分
金の
支払 シルバー

人材
センター

会員 発注者

( 注 ) センターと会員は雇用関係をもちません。

で
体
力
の
あ
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
暑
い

夏
場
が
仕
事
の
最
盛
期
な
の
で
暑
さ
に
強

い
人
が
向
い
て
い
ま
す
。
草
刈
に
必
要
な

道
具
は
全
部
個
人
で
用
意
し
て
い
た
だ
き

運
搬
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
所
有
し
て
い
る
人
は
大
歓
迎
で
す
。

　
ま
た
、
主
に
女
性
を
対
象
と
し
、
鎌
を

使
っ
た
草
取
作
業
が
出
来
る
人
も
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
入
会
を
希
望
さ
れ
る
人
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
☎
０
４
７
６
︲
36
︲

６
１
６
１
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

頃身に着けた技術で、ほか
の参加者が敬遠する難しい
場所でも、限られた時間の
なかで、スピーディーかつ
丁寧に草刈を行っていま
す。仕上がりはもちろんき
れいで素晴らしく、ボラン
ティアに伺ったところから
感謝の言葉をいただいてい
ます。

ボランティア活動除草班
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平
成
30
年
度
定
時
総
会

新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

新
理
事
長
に
下
村
氏
を
選
出

　

公
益
社
団
法
人
成
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
平
成
30
年
度
定
時
総
会
が
６

月
18
日（
月
）午
後
２
時
よ
り
成
田
市
保
健

福
祉
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
小
泉
一
成

成
田
市
長
、
伊
藤
竹
夫
成
田
市
議
会
議
長
、

谷
平
稔
成
田
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
、

高
田
順
一
福
祉
部
長
の
ご
臨
席
を
い
た
だ

き
、
委
任
状
を
含
め
た
会
員
3
9
5
名
の

出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
セ
ン
タ
ー
下
村
精
哉
理
事
長
の
挨
拶

の
後
、
来
賓
の
小
泉
市
長
な
ら
び
に
伊
藤

市
議
会
議
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
続
い
て
定
款
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
下

村
理
事
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
平
成
29

年
度
の
事
業
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
提
出
さ
れ
た
３
議
案
は
出
席
会
員
多

数
の
賛
成
に
よ
り
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
案
２
号
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ

た
新
理
事
に
よ
り
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
新
理
事
長
に
下
村
精
哉
氏
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

理
事
長（
再
任
）　
下　
村　
精　
哉

副
理
事
長（
新
任
）　
岩　
舘　
利　
成

常
務
理
事（
新
任
）　
藤　
﨑　
勇　
一

兼
事
務
局
長

理　
　
事（
新
任
）　
木　
村　
秀　
男

理　
　
事（
再
任
）　
後
喜
多　
利　
一

理　
　
事（
再
任
）　
諏　
訪　
峰　
雄

理　
　
事（
新
任
）　
竹　
内　
芳　
子

理　
　
事（
新
任
）　
橋　
本　
敬
一
郎

理　
　
事（
新
任
）　
古　
川　
順　
子

理　
　
事（
新
任
）　
堀　
江　
道　
子

理　
　
事（
再
任
）　
牧　
野　
春　
雄

理　
　
事（
新
任
）　
山　
田　
宗　
光

理　
　
事（
再
任
）　
吉　
田　
昭　
二

監　
　
事（
新
任
）　
飯　
田　
幸　
雄

監　
　
事（
新
任
）　
窪　
木　
克　
好

　
任
期
は
平
成
32
年
6
月
ま
で
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
理
事
は
13
人
に

　
新
理
事
の
う
ち
８
人
は
新
任
で
、
３
人

が
女
性
で
す
。
前
任
理
事
よ
り
女
性
が
１

人
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
会
員
ば
か
り

で
は
な
く
、
関
係
団
体（
成
田
国
際
空
港

振
興
協
会
）か
ら
も
理
事
を
迎
え
13
人
が

新
理
事
と
し
て
事
業
お
よ
び
組
織
運
営
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

新理事13人の紹介 たくさんの会員が出席した定時総会

新任あいさつ

　引き続き理事長の任を担うこととなりまし
た。
　労働人口の減少が進む中、サービス業等人
手不足分野、現役世代を支える介護・育児等
の分野に於いて高齢者が地域社会の支え手と
して活躍することが求められております。岩
舘副理事長共々、理事、監事、各部会、委員
会の皆様と職員の連携を密にして、会員の皆
様の協力を得て会員数の拡大、就業開拓、安
全就業の徹底に努めるとともに、その他の課
題にも精一杯取り組んでゆく所存です。
　これからもよろしくお願い致します。

理事長
下村 精哉

※�

6
月
に
行
わ
れ
た
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
総
会
に
お
い
て
下
村
理

事
長
が
同
連
合
会
会
長
に
、
ま
た
全
国
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
定
時
総

会
で
は
同
協
会
監
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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会
員
の
声

「
役
立
ち
が
い
」
を
求
め
て

西
村
　
久
さ
ん

Ｎ
Ｓ
Ｊ
Ｃ
旅
行
会

ま
す
が
、
お
客
様
か
ら
い
た
だ
く
「
助
か

り
ま
し
た
ー
」
の
一
言
で
疲
れ
も
汗
も

吹
っ
飛
び
ま
す
。
こ
う
し
て
多
く
の
人
の

喜
ぶ
声
を
聞
く
と
、
自
分
の
仕
事
が
多
く

の
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
ま
す
。
以
前
セ
ン
タ
ー
の
広
報
紙

で
「
役
立
ち
が
い
」
と
い
う
言
葉
を
目

に
し
ま
し
た
が
、
自
分
に
と
っ
て
、
シ
ル

バ
ー
で
仕
事
を
し
た
後
の
充
実
感
は
正
に

こ
れ
で
は
な
い
か
思
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
の
就
業
の
な
い
と
き
は
、
趣

味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

家
内
の
送
迎
つ
い
で
に
引
き
ず
り
込
ま
れ

た
お
人
形
作
り
サ
ー
ク
ル
と
介
護
予
防
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
所
属
し
て
い
ま
す

が
、
ど
ち
ら
も
元
気
な
妙
齢
の
女
性
ば
か

り
。
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
で
も
高
齢
の
独
居

女
性
か
ら
の
掃
除
や
片
付
け
な
ど
の
依
頼

が
多
く
、
最
近
は
、
世
の
中
女
性
で
成
り

立
っ
て
い
る
と
つ
く
づ
く
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
福
祉
施
設

に
行
き
簡
単
な
修
理
や
ニ
ワ
ト
リ
小
屋
、

倉
庫
作
り
な
ど
の
大
工
作
業
も
手
伝
い
ま

し
た
。
こ
の
時
の
経
験
が
、
今
の
シ
ル

バ
ー
の
仕
事
で
役
立
つ
こ
と
も
あ
り
驚
い

て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
高
齢
者
の
介

護
予
防
活
動
を
公
民
館
な
ど
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
人
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
こ

れ
か
ら
先
の
自
分
自
身
の
た
め
で
あ
る
こ

と
は
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
10
月
の
第
１
回
に
続
く
今
回
は

「
北
関
東
小
さ
な
旅
〜
花
と
渓
谷
巡
り

〜
」
と
題
し
、
４
月
28
日
、
あ
し
か
が
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク（
栃
木
県
）と
渡
良
瀬
渓
谷

（
群
馬
県
）へ
出
か
け
ま
し
た
。

　
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
園
内
に
は

80
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
満
開
の
白
藤
の
ト
ン

ネ
ル
や
有
名
な
大
藤
が
見
頃
を
迎
え
て
い

ま
し
た
。
今
年
は
暑
さ
の
せ
い
で
、
５
月

上
旬
か
ら
咲
き
始
め
る
「
き
ば
な
藤
」
も

既
に
満
開
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

十
分
に
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
を
満

喫
し
た
後
は
、
わ

た
ら
せ
渓
谷
鐡
道

大
間
々
駅（
み
ど

り
市
）へ
。
こ
こ

か
ら
上
流
に
あ
る

足
尾
銅
山
の
通
洞
駅
ま
で
は
渡
良
瀬
渓
谷

を
行
く
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
旅
で
す
。

　
列
車
の
中
で
は
さ
わ
や
か
な
風
を
受
け

な
が
ら
名
物
、「
や
ま
と
豚
弁
当
」
に
舌

鼓
。
溪
谷
の
景
色
は
美
し
く
、
ト
ン
ネ
ル

の
中
で
は
、
天
井
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
点
灯
し
幻
想
的
な
雰
囲
気
も
。
一
時
間

半
の
列
車
の
旅
を
終
え
、
最
後
の
目
的
地
、

草
木
湖（
み
ど
り
市
）の
ほ
と
り
に
建
つ
富

弘
美
術
館
へ
。

　
不
慮
の
事
故
に
遭
い
、
若
く
し
て
手
足

の
自
由
を
失
っ
た
星
野
富
弘
さ
ん
の
作
品

が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
口
を
使
っ
て
描

か
れ
た
作
品
は
絵
と
文
字
で
構
成
さ
れ
て

い
て
、
そ
の
作
品
は
心
に
響
く
も
の
ば
か

り
で
し
た
。

　
今
回
は
花
と
渓
谷
巡
り
コ
ー
ス
と
い
う

こ
と
で
多
く
の
女
性
会
員
が
参
加
さ
れ
と

て
も
賑
や
か
な
旅
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
会
員
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
旅
行

を
企
画
し
て
い
く
予
定
で
す
。

入園まえに記念撮影

サ
ー
ク
ル
活
動

渓谷沿いに走るトロッコ列車

　
わ
た
し
は
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
６
年

に
な
り
ま
す
。
き
っ
か
け
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
退
職
し
て
半
年
後
に
入
会

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い

る
の
に
飽
き
て
、
何
か
生
活
に
変
化
を
求

め
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
シ
ル
バ
ー
で
の
就
業
は
、
不
定
期
に
依

頼
を
受
け
る
簡
単
な
軽
作
業
専
門
で
、
仕

事
の
内
容
は
、
高
齢
家
庭
の
清
掃
・
家
具

移
動
、
成
田
山
の
正
月
や
イ
ベ
ン
ト
の
対

応
、
講
習
会
な
ど
の
準
備
片
付
け
、
花
の

抜
根
、
自
転
車
競
技
の
会
場
ス
タ
ッ
フ
、

パ
レ
ッ
ト
修
理
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で

す
。
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

週
一
ペ
ー
ス
で
約
20
種
類
の
仕
事
に
就
い

て
い
ま
し
た
。

　
現
役
時
代
は
道
路
作
り
一
筋
で
し
た
が
、

シ
ル
バ
ー
で
は
様
々
な
職
業
や
職
場
を
体

験
。
中
に
は
身
体
に
き
つ
い
仕
事
も
あ
り
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今
回
の
特
集
は
除
草
班
。
う
ま
い
見
出
し
が
思
い
浮
か

ば
ず
苦
労
の
末
に
よ
う
や
く
「
雑
草
退
治
」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
２
ペ
ー
ジ
目
の
写
真
は

作
業
に
入
る
前
の
除
草
班
員
の
面
々
。
さ
な
が
ら
W
杯

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
前
に
行
わ
れ
る
選
手
の
記
念
撮
影
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
大
き
な
現
場
で
は
、
こ
の
よ
う
に

男
女
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
作
業
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
日

も
気
心
の
知
れ
た
会
員
同
士
が
、
手
際
よ
く
無
事
に
作
業

を
終
了
し
ま
し
た
。
取
材
後
は
、
我
が
家
の
除
草
に
一
汗

流
し
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
夫
婦
二
人
だ
け
の
「
除
草

班
」。
つ
い
つ
い
妻
の
仕
事
に
注
文
を
付
け
て
し
ま
い
結

果
は
ご
想
像
の
と
お
り
作
業
中
断
。
な
か
な
か
シ
ル
バ
ー

除
草
班
の
よ
う
に
は
行
き
ま
せ
ん
。

　わたしが化石収集を始めたのは今から40年以上
も前で、神田の書店で「千葉県地学ガイド」を購入し
たのがきっかけです。高校生の時から地学が好き
でしたが、この本で埼玉県の秩

ちち
父
ぶ

古
こ

生
せい

層
そう
（中生代・

基盤岩類）が銚子の愛宕山につながっていることを
知ってからは毎週銚子へ化石を見つけに行くように

なりました。集めた
化石は白亜紀（7000
万 年 〜1億2000万
年前）のものでアン
モナイト、琥珀、ト
リゴニア、二枚貝、
シダ、石炭などです。
化石の魅力はその当

いと思っています。その時に発見者として恐竜に自
分の名前が付いたらなお最高ですね。

時の自然条件（気候・地形な
ど）が目に浮かんでくること
です。銚子では暖かい気候に
適したシダやソテツ等の化石
が見つかっているため白亜紀
に生息していた恐竜もいたの
ではと思います。これはわた
しの夢なのですが、是非銚子
で恐竜の化石を見つけてみた

採取した琥珀

編
集
後
記

事業実施状況報告
契約金額は若干減事業実績報告 平成28年度 平成29年度

会員数
男 388人 392人
女 100人 104人

合計 488人 496人
就業実人員 479人 481人

就　 業　 率 98.2% 97.0%

受託件数

公共機関 528件 559件
民間企業 926件 888件
一般家庭 2,058件 2,018件

合計 3,512件 3,465件
契約金額 234,437千円 232,668千円

　昨年度と比較すると会員数は全体で8名の増と
なりましたが、女性会員は全体の20.9％となっ
ており、今後、育児・介護分野の就業開拓をする
うえでの課題となっています。
　民間企業もコスト削減のために除草や清掃な
どを社内対応するところもあり、契約金額は
1,768,114円の減になりました。
　梅雨明けからお盆にかけては除草作業や植木の
剪定の受注が非常に多く、1〜2カ月待ちの状態
が続きました。

※�現在は「銚子ジオパーク」と認定され化石等の採取は
禁止されています。
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